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し

( い ) 与式 = - 6 + 8
= 2
mm

(2) 与 式 = 4 a - 2 b + 3at 6 b

= 7a + 4bmmmm
(3) 与 式 = √5

+

4 √5- √5 - 4
= 5 ± 3√5 - 4
= 1 + 3√5
mmm

(4) 与式 = (x + 6 )(x - 6)
mm

( 5 ) 解 の公式 より

x =
- 3 ±√32 -4 × 11

2 × 1

- 3 ±√ 5二
ニ

2
mm

2
.

L = 2 π r

ゃ 2π r = L

L

恐
3 . Y がつ x に比例 しているので Yx とおく 、

表 より
x

= 1 . y = 12 なので



12 = ∴ A = 12

よって y = 2
m

4
.

( 1 )

OAOC は 円 の半径なので
\ OA = OC
900

: . OOACは 二等辺三角
こ 形 なので

l
" ix LOAC =LOCA =

x

また ∠ ACB は直径に対

する 円周角 なので
LACB = 900

三角形 の 内角 の 和 は 180
” なので OABC で

LABC + LBCAT LCAB = 18.. mx
よって
x = 180 - 900- 57

= 33～



(2 )

O FAE と OFD G において
ロABCD はひし形 なので*

ぎ
)
*

AB // CD

よってえ
AB // CG

錯角 が 等 しいから
∠ FAE = LFDG - ①
∠ FEA = LFGD ー②

の
,
② より 2組 の

角がそれぞれ 等しいので
OFAEC ∞ O FDG ー ③

AD = 6 cm , FD= 2cmより AF = 4cm
点 E は AB の 中 点 なので AE = 3 cm
③ より 対応 する 辺 の 比は 等 しいので

FA : FD =AE
: 4

∴ . 2 : 1 = 3 . DG

2 D G = 3

DG = 5cmum



5
.

① OA を 中心 とした
( い )

円 を描 く

00

B . ② ② ① と 線分 の AB の
ー⑤ 交点から 半径が 等しい
⑩ A

1

円 を書 きその交点 と
彡 八 ① O を結 ぶ直線をの 描く
,

③ O B を 中心 とした 円 を 描 く
、

④ のと ② の 交点 が A , ② と ③ の 交 点 が B
1

ー求める面積
(2 )

子"

1111 l 1 "

'

"

"
凸兆
.。
0
-ー

求 める 面積 = おうぎ形 OBB 一 おうぎ形 OAA
1

= 50 ×50 ×π×⑪ - LO× / O× TV'36～360
:

～ m

= 3600 π ( 50- 10)
～ m I

as- b
.

～ = latb )(a- b )

=出 π × ( 50 + 10 )( 50 - 10 )



= # π × 60 × 40

= 600 πcmmmmmm

67 月 の 1 人 あたりの 1 日 の 家庭ごみの 排出量を
xg , 資源 ごみの 排出量を Yg とすると
x ty = 680 ー の①

{ 1000x + 1

f
0y = 680- 195 ー②

② よ hx t 8 y = 4850 ー③
①× 7 - ③ より

7x t 7 y = 4760

7x + 8 y =485
- y = - 90
y = 90

y = 90 を ① に代入 して
x t 90 = 680

x = 680 - 90
= 590

よって
家庭ごみの 排出量 590 g
資源 ごみの排出量 908
m



ワ
.

。

ィ人半&

OAFD と OC E においてG

ヌ定 から AD = CE 一 ①
ABICG より 錯角 が 等 しから
LFAD = LGCE ー ②

FDIBG より 同位角 が 等 しから
∠ADF = LAEB ー ③

対頂角 は 等 しから
∠ CEG = L AEB ー④

③
.
④ から
LADF = LCEG ー⑤

①
,
②

.

⑤ より 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 が
それぞれ 等 しから
OAFD ≡ 0 C GE (証明終わり )

8
.

( 1 )最頻値 : 最も 頻度 が 高 い 階級値
表 より最も 頻度が 高 い 階級 は
280 ～ 29

.
0 秒なのでその階級値は

28. 0 + 29 . 0
= 28 .

5秒
～2



(2 )

階級値

255 → 25
.
5 × 3 = 76.

m M m ～

26
.

5 → 26
.
5 × 3 = 79. 5
～m m～ ～

→ 27
.
5 ×2 = 55
～～
m

～ 2728
.5→ 28 .

5
× 4= 114
～

～

～
m

～ m

29 .5 → 29
, 5 × 1 = 29 .
5～ m

m ～

30
. 5 → 30

. 5 × 1 = 30 . 5～ ～
m～ ～

合計 = 385.
1年生 の 記録の合計 は

25
. 5 t 27 .

5 + 28 . 1 t 28
.

9 + 30
.

2 + 30
.
8

= 17 /
～m

よって平 は

385 171= = 27 . 8
秒

～
～

14 ← 6
ー

2
.
3年生 + 1 年生



9
.

んさんのれ 選び 方 の 樹形 国 は 以下 の 通りり
1 旧目 2目目 1 日目 2目目 旧目 2目目

Bo A 0 A 0

× × ×Cex ー B
AD 0

3 ロー
G

ロー\ \ \
E 0 E E

1 旧目 2目目 1 日目 2目目

×
A 邰

ー
√

A 0

ー B ー B
Dー c ト ー c\

ー

ー

\
。に

己己曲 の 迷 び 方 は 20通りそのうち A が選ばれる
のは 8 通 りよって 確率 は

Ʃ
0

=

2

馬
るいさん 選び 方 の 樹形 国 は以下 の通りの

1 日目 2 日 目 旧目 2 日 目 1 日目 2 日 目

A← の 号二B 兄=C
曲 の 選 び 方 は 6通 りそのうちA が選ばれる

.

のは 2通りよて 確率は
1

言 =

凸



ここで
6
ー5 =

15

れんさん
1

↓ よるいさん5
= ⑤

なので ⑤ 7
i 5よりま )

よて 、 れんさんの 方法 の 方 が 確率 が大きい
～

I .

( い )

変化 の割合 =

Y の 増加量
x の増加量

… { x = 2 , y = 31
x = 0

,
Y = 15

=

2

=m

(2 )

強火 のとき

に欠 関数 の 式 を Y = ax tb とお ∠ と
、

に 欠 関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので
a =

Y の 増加量
x の 増加量



o… x

= 2 . y = 39{ x = 0
. y = 15

=芝
= 12

よ 。 ては = 12 x t b
で

x = 0 α とき y = 15 なので
15 = 0 tb : b = 15

したが。 て 強火 のときの 式 は Y = 12x + 15
～

95c まで 沸 かすときの 時 間 は

95 = 12x + 15
12x = 80

: x = 1280

分
強火では 1分 あたり 0 . 6 円 かかるので 95cまで
沸 かすときの 電気料金は

× 0 . 6 = 0 ×⑥
= 4 円
m

弱火 のとき

強火 のときと 同様に 弱火 のときの式 を

Y = ax tb とおくと



a =
23 - 15

2 - 0
… { x = 2

. y = 23

x = 0
, y = 15

= Iー
= 4

よ。 て Y = 4x tb で x = 0 のとき y = 15 なので
15 = 0 tb ⇒ b = 15

したがて 弱火 のときの 式 は y

= 4 x + 15～
～

95
c

まで 沸 かすときの 時 間 はは

95 = 4x + 15

4x = 80

x = 2～
～

分

火 では 1分 あたり 円 かかるので 95
"

cまで弱 0
.

2

沸 かすときの 電気料金は
20 × 0

.

=2 4 円
~～

以上 より
強火 のとき 4刀弱火のとき4

であり 料金 は 同 じである
mm



1 l
.

( い ) 点 A は y 1 x 上 にあり x = 4 なので

y= I ×
4 )上

= 8
m

(2 )

B の x 座標が An x座標 より 大きいとき⑨
しいより
A ( 4 , 8 )
mm

(0
,上t' ) (t上t ) 点 C は 点 A と x座標

が等 しく x 軸上に
(4 . 81(

0.8 ) あるので
C ( 4 , 0 )
mm

ピ

点 E は 点ACY 座標が 等 しく Y軸上 にあるので
ELO ,

8 )
mm

点 D の 座標 を ( to ) とおく 点 Bは点 D

と x 座標 が 等 しく Y = ま x 上 にあるので

Y = It 2 ∴ Blt
.Itmm

点 F は 点 B CY 座標 が 等 しく Y軸上 にある
ので FlO

. 上 t )
m～



よって 各辺の 長さは

(o
.上t)

!
ー はよだ)

な 国 の 通 り
～

Itた8
(4 . 8 )

(0. 8) \ , It
:

\

4 占 ノt- 4
い

\ ピ七

形 の 周 の 長さは
ACTCDTDBTBF + FETEA

= 8 tt - 4 + It ' tttIt- 8 + 4～ m
m mmmn m

= ピ + 2 t

これが 35 となれば 良いので

t 2 t = 35
⇒ ピ + 2 t - 35 = 0

⇒ (- 5 )(t + 7 ) = 0
: , t =5 . - i 7 … 点 Bax座標

t は A の x座標 ( = 4 ) より 大 きので
た 5

よて 点 B のル 座標 は…



B の x 座標が An x座標 よりとき小りの
点 B の Y座標は

点 A の Y座標 より
大 きい 。

したがって
ー).n" "

"n炭 点 B の x 座標 の絶
mn

El0.8) ハ
ー

4
. 対値 は 4 より 大 きい
mmm

(S, 0 )
影 8 ⇒ x座標 は 一 4 より

C
⑨

\ ィ 小 さい
S + 4

D ( S
,
O ) とおくい

～

A ( 4 , 8 ) , B ( S ,
IS2 )

,

C ( 4 , 0 ) . D ( S , O )
E ( 0 , 8 )

.
F ( 0 . * 52) より 各辺 の長 さは

国 の 通 り点

図形 の 周 の 長 さは
ACTCD + DBTBF + FE TEA

二 8 t St 4 TIS
'

tStIs= 8 t 4
mm . ～

m

= S
2

t 28 t 8

これが 35 となれば 良いので
SET 2St 8 = 35

⇒ S
+
25- 27 = 0 .



解 の 公式 より

S =

-2 ±√22 - 4 × 1 × (-27 )
2 × 1

- 2 ± V1
=

2

- 2 土 47
ニ

2

= 1 ±2

点 B の x 座標 は 一 4 より 小 さ " ので

S =- 1 -20 * - 1 ← 20 70 より 不適

よて 点 Bax座標は一 1 - 202
mm

以上 より

A の x座標 より 大 きい 場合 = 5
～

A の x座標 より 場合 :小 さ ー に2～
～



12
.

しい

OABG で 三平方 の 定理より

.

AG =√ 32 t 6
ー

2
√9936=

3
-

V 65= 3053√5cm～
～

×

.

2
八 4

ノ

(2 )

,

三角錐 AEPG の体積 = PEG × AE ×
m

4

であるから OPEG の 面積 を 求める



.

LAPE C OGPF において

AE 11 G F より錯角 が 等 しい

ー マ ので
う 蘖 LEAP = LFGP 一 ①
ノ
\ ノ ∠ AEP = LGFP ー②
4

①
,
② より 2組 の 角 がそれ

ぞれ等 しので
OAPE ∞ L GPE

対応 する 込 の 比 は 等 しいので
PE : PF = AE :GIN

= 2 : 4
= い 2

⑧

～

EF = 3 cm より

PE = 3 × 1 +
2

～

= 3 × B
二 1 cm
～～



したがて OPEG の 面積 は

I λ 1 × 4 =2
く

ー
4

;
コ,
T

き
20 m

AEPG の以上 より 三角錐 体積は
2 × 2 x B = 4 cm～
m

mim

OPEG AE


